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第 ７ 章  

 利 根 川 開 拓 と 和 算 教 育 の 広 が り  
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 数 学 の 教 科 書 で よ く 出 て く る 「 エ ジ プ ト の ナ イ ル

川 の 氾 濫 が 数 学 を 作 っ た 」 と い う 話 、 こ の 種 の 話 は

日 本 に は な い の だ ろ う か 。 本 書 は 、 日 本 の 数 学 教 育

が ど の よ う に 作 ら れ 、 今 日 と ど う つ な が る か と い う

こ と を 目 的 と し て る 。 こ の 観 点 か ら 歴 史 を 振 り 返 る

と 、 2015 年 夏 、 利 根 川 に 流 れ 込 ん で い た 鬼 怒 川 の 氾

濫 は 江 戸 時 代 の 人 々 が 毎 年 の よ う に 被 っ て い た 災 害

の 再 来 と も 見 え た 。徳 川 家 康 が 江 戸 城 に 入 城 す る 時 、

現 在 の 埼 玉 、 千 葉 、 茨 木 、 栃 木 は 大 き な 沼 地 地 帯 と

い っ て も よ い と こ ろ で あ っ た 。  

1 0 0 0 年 前 の 関 東 地 方 （ 江 戸 川 河 川 事 務 所 ホ ー ム ペ ー ジ ） 

 

江 戸 前 期 に は 、 利 根 川 は い く つ か の 川 に 分 流 し 南

下 し 東 京 湾 （ 走 水 海 ） に 流 れ 込 ん で い た 。 古 利 根 川
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の 支 流 に は 会 の 川 、 古 利 根 川 （ 中 川 ）、 元 荒 川 、 江 戸

川 、 備 前 前 堀 川 、 備 前 堀 川 、 古 隅 田 川 な ど 多 く の 河

川 が あ っ た こ と が わ か る 。 こ れ を 江 戸 か ら 明 治 に か

け て 幾 多 の 河 川 工 事 を 経 て 、 川 を せ き 止 め 、 新 し い

流 れ を 作 り 東 京 湾 か ら 銚 子 港 の 河 口 へ 「 東 遷 」 し 、

今 の 利 根 川 を 作 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 久 喜 市 史 通 史 編 よ り ）  

 

な ぜ 、 こ う し た か 、 い く つ か の 理 由 が あ る 。 ま ず

水 田 と 河 川 の 多 い こ の 地 方 の 台 風 に よ る 河 川 の 氾 濫 、

江 戸 の 市 民 生 活 を 支 え る 穀 倉 地 帯 と し て の 武 蔵 の 国

の 田 畑 を 肥 沃 に す る 水 田 開 発 と 江 戸 へ の 輸 送 路 の 確
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保 、 東 北 か ら の 運 搬 を 海 洋 航 路 の 行 程 を 減 ら し 銚 子

港 か ら 内 陸 部 の 河 川 を 使 う こ と に よ る 輸 送 の 安 全 、

さ ら に 明 治 に な っ て 足 尾 銅 山 か ら の 汚 染 水 対 策 等 々

が あ っ た 。  

家 康 は 着 任 早 々 、 信 州 伊 那 出 身 の 備 前 の 守 、 伊 奈

熊 蔵
く ま ぐ ら

忠 次
た だ つ ぐ

（ 1550～ 1610） を 呼 ん で 、 関 八 州 の 治 水 工

事 、 新 田 開 発 、 河 川 改 修 に あ た ら せ た 。 現 埼 玉 県 北

足 立 郡 伊 奈 町 に は 、 そ の 城 跡 が あ る 。 現 在 の 川 口 市

赤 山
あ か や ま

に も 伊 奈 半
い な は ん

十 郎
じゅうろう

忠
た だ

治
は る

（ 1592～ 1653） 以 後 １ ０ 代

目 伊 奈
い な

忠
た だ

尊
た か

（ 1764～ 1807） ま で の 陣 屋 が あ る 。 伊 奈

氏 は 代 々 利 根 川 東 遷 事 業 、 荒 川 西 遷 事 業 を 続 け 、 関

八 州 で 起 こ っ て い た 水 難 の 回 避 に 貢 献 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     河 川 開 拓 者 記 名 の 川  
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前 ペ ー ジ の 図 は 慶 長 年 間 （ 1596～ 1615） 伊 奈 氏 に

よ る 公 募 に 応 じ た 人 た ち に よ る 赤 山 地 区 （ 現 在 の 川

口 、 鳩 ケ 谷 、 草 加 ） の 水 田 開 発 状 況 を 示 す 。 伊 奈 氏

は 住 民 か ら は 信 頼 さ れ て い た が 、 伊 奈 忠 尊 の 時 に 幕

府 に よ り お 家 断 絶 と な る 。 忠 次 、 忠 治 の 墓 は 、 現 在

埼 玉 県 の JR 鴻 巣 駅 近 く の 勝 願 寺 の 中 に あ る 。  

   ＜ 伊 奈 氏 に よ る 主 な 水 田 開 発 事 業 事 例 ＞  

1591 年 ～ 1604 年   

忠 次 、 千 住 大 橋 を 架 橋 、 備 前 堀 開 削                     

1621 年 ～ 1625 年   

忠 治 、 利 根 川 ・ 荒 川 ・ 江 戸 川 改 修 ・ 新 川 開 削  

1660 年  忠 克 、 幸 手 用 水 、 葛 西 用 水 の 開 削  

こ う し た 河 川 開 拓 事 業 に は 、 そ れ に 従 事 す る 多 く

の 技 術 者 が い た は ず で 、 こ う し た 人 た ち が 、 伊 奈 家

や 井 澤 弥 惣
い ざ わ や そ

兵 衛
べ い

の 見 沼 用 水 開 拓 、 伊 能 忠 敬 の 測 量 な

ど に 、 地 域 を 代 表 し て 参 加 し な が ら 多 く の 知 識 ・ 技

量 を 学 ん で い た こ と は 、容 易 に 察 す る こ と が で き る 。 

次 ペ ー ジ の 図 は 、 埼 玉 県 北 埼 玉 郡 騎 西 町
き さ い ま ち

の 図 で 、

和 算 家 の 家 、 記 念 碑 、 算 額 の あ る 神 社 等 を 示 し た 地

図 で あ る 。 こ れ を 見 る と 、 会 の 川 ～ 庄 内 古 川 ～ 江 戸

川 、 浅 間 川 ～ 古 利 根 川 、 星 川 ～ 元 荒 川 、 見 沼 用 水 と

備 前 堀 川 に 沿 っ て 江 戸 か ら 明 治 に か け て 、 多 く の 和

算 家 が い た こ と が わ か る 。 こ の 地 は 、 大 き な 水 田 地

帯 で あ り 、 台 風 等 の 水 害 の 後 の 整 地 ・ 測 量 の 必 要 性
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か ら 測 量 や 計 算 に 強 い 和 算 家 が 求 め ら れ て い た と 思

わ れ る 。  

そ う し た 一 人 と し て 、 騎 西 の 種
た な

足
だ れ

に は 都 築 源 右 衛

門 利 治 （ 1838） が い る 。 利 治 は 後 述 の 江 戸 の 長 谷 川

善 右 衛 門 弘 （ 寛 の 養 子 で 後 継 者 ） に 学 び 、 騎 西 の 治

水 工 事 に 貢 献 し 、 明 治 期 も 含 め 利 治 の 和 算 塾 で は 数

百 人 の 弟 子 を 抱 え て い た と い う 。  

根 岸 三 郎 氏 の 調 査 に よ る と 、 生 ま れ た 年 が 伊 能 の

開 拓 よ り も 、 ほ ぼ 100 年 後 か ら の も の で あ る が 、 天

保 5 年 (1 8 3 4 )、 天 保 13 年 (1 8 4 2）、 安 政 元 年 (18 5 4）、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 根 岸 三 郎 著 「 き さ い の 和 算 」 S5 3 . 3  よ り ）  

安 政 5 年 (1858)、文 久 2 年 (1862)に 各 １ 名 、文 久 3

年 (1863)、 慶 応 元 年 (1865)に 各 2 名 、 計 9 名 の 和 算
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家 が お り 、 こ の 人 た ち の 感 化 を 受 け た と 思 わ れ る 和

算 家 が 生 年 不 詳 の 人 を 含 め こ の 地 に 、明 治 30 年 ま で

に 計 28 名 育 っ て い る 。こ の 人 た ち の 業 績 の 一 端 は 収

集 さ れ た 算 額 の 中 に 見 る こ と が で き る 。  

一 方 、 同 じ く 埼 玉 県 内 の 川 越 藩 で は 、 測 量 と 和 算

と の 関 係 が よ り 鮮 明 に 記 述 さ れ て い る 。 日 本 に 測 量

術 を 伝 え た の は 、 寛 永 年 間 （ 1624-1644）で オ ラ ン ダ

人 に よ り 「 縮 図 を 描 い て そ こ か ら 距 離 を 求 め る 術 」

で あ っ た が 、 こ れ は 秘 伝 書 と し て 伝 え ら れ 公 に は な

ら な か っ た 。 こ れ を 広 め た の が 、 村 井 昌 弘 で 享 保 18

年 （ 1733） に 「 量 地 指 南 」 を 出 し た 。（ 量 と は 地 面 を

は か る も の 、 測 と は 天 は か る も の と 言 わ れ て い る 。）

実 際 に ヨ ー ロ ッ パ の 数 学 が 紹 介 さ れ る の は 、 安 政 ４

年 の 柳
や な

河
が わ

春 三
しゅんさん

の 「 洋 算 用 法 」 で 、 明 治 に な っ て か ら

は 、 塚 本
つ か も と

明 毅
あ き た け

の 「 算 術 訓 網 」（ 明 治 2 年 ） と な る 。 川

越 藩 の 測 量 技 術 を 持 っ た 和 算 家 は 、 内 田 五 観 の 弟 子

の 宮 沢 熊 五 郎
み や ざ わ く ま ご ろ う

一 利
か ず と し

で 、 明 治 ２ 年 に は 藩 の 測 量 算 術 教

師 と な っ た 。 ま た 、 そ の 門 弟 で い わ ゆ る 農 民 和 算 家

と し て 斎 藤 定 五 郎
さ い と う さ だ ご ろ う

高 重
た か し げ

が い る 。  

長 谷 川 弘 の 門 弟 に は 、 鈴 木 金 六 郎 宗 徳 が 、 安 政 4

年 （ 1857）「 量 地 術 免 許 之 部 」 を 著 し 、 関 流 の 流 れ を

く む 戸 田 高 當 な ど は 60 名 以 上 の 弟 子 を 持 ち 、最 上 流

の 大 田 利 明 の 門 弟 大 野
お お の

旭 山
きょくざん

な ど は 500 名 の 門 弟 が い

た と い う 。  
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和 算 は 、 主 と し て 測 量 と 天 文 の 術 と し て 発 展 し て

き た 。 こ れ が 、 明 治 初 年 に な っ て 全 国 的 な 地 租 改 正

の 中 で 、 多 く の 和 算 家 た ち が 活 躍 す る 場 が 与 え ら れ

る こ と と な る 。 そ う し た 、 技 術 の 数 学 的 な 内 容 と し

て は 、藤 原 善 富 著「 八 線 対 数 表 術 」文 政 ６ 年（ 1823）  

や 小 出 修 善 著 「 算 法 対 数 表 」 弘 化 元 年 （ 1844） と い

う 著 書 で も わ か る よ う に 、 三 角 比 、 三 角 関 数 表 や 対

数 の 計 算 表 で あ っ た 。（ 川 越 市 博 物 館 ）  

 こ の よ う な 歴 史 の 流 れ の 中 で 、 埼 玉 県 内 だ け を 取

り 上 げ て も 、 江 戸 か ら 明 治 初 年 に か け て 、 算 額 を 掲

げ た 神 社 仏 閣 が 以 下 の ● 点 の よ う に 分 布 し て い た 。  

 

（ 大 原 茂 「 算 額 を 解 く 」 に 掲 げ ら れ た 住 所 よ り 作 図 ）  
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第 ８ 章  

 用 水 開 拓 の 実 践 者 「 井 澤 弥
や

惣 兵 衛
そ べ え

」  
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 埼 玉 県 の 浦 和 市 見 沼 区 の さ ぎ 山 記 念 公 園 に 下 の よ

う な 銅 像 が 立 っ て い る 。 こ の 銅 像 の 主 は 八 代 将 軍 徳

川 吉 宗 が 紀 州 藩 （ 現 和 歌 山 ） か ら 用 水 開 拓 の た め に

連 れ て き た 井 澤
い ざ わ

弥
や

惣 兵 衛
そ べ え

為 永
た め な が

（ 承 応 3 年 （ 1 6 5 4） 頃

～ 元 文 ３ 年 （ 1 7 3 8）） で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   井 澤 弥 惣 兵 衛 像  

用 水 開 拓 は 、 こ れ 以 前 に 、 金 沢 の 兼 六 園 か ら 金 沢

城 へ の 辰 巳 用 水 の 伏 越 、 仙 台 の 四 谷 用 水 の 掛 樋 な ど

が あ る が 。 埼 玉 の 井 澤 弥
や

惣 兵 衛
そ べ え

の よ う に 各 地 に 遺 跡

や 銅 像 が 建 て ら れ て い る こ と は な く 。 金 沢 や 仙 台 で

は 開 拓 の 優 秀 さ に 比 し て 、 そ の 名 前 も 明 確 に は な っ

て い な い 。 そ れ に は 、 吉 宗 将 軍 の 和 算 も 含 め た 科 学

技 術 振 興 へ の 貢 献 が 大 き い と い え る 。 こ こ で は 、 埼

玉 の 見 沼 用 水 の 開 拓 に つ い て 紹 介 す る 。  

井 澤 弥 惣 兵 衛 の 仕 事 に は 、 当 時 の 和 算 の 知 識 を 活
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用 し 、 さ ら に 既 存 の 川 の 上 を ま た ぐ 掛
か け

樋
ど い

、 ま た は 、

下 を 潜 ら す 伏
ふ せ

越
こ し

を 取 り 入 れ る 用 水 建 設 が 求 め ら れ た 。

今 日 で い う 土 木 工 学 や 物 理 の 知 識 、 技 能 が 必 要 で あ

っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       芝 山 伏 越 の 図  

 

上 の 芝 山 伏 越 の 図 は 左 上 か ら 右 下 へ 流 れ る 元 荒 川

に 対 し て 、 右 か ら 左 へ 元 荒 川 の 底 を く ぐ っ て 流 れ る

見 沼 代 用 水 の 図 で あ る 。 こ れ を  

ど う す る か 、 井 澤 が 実 施 し た  

方 法 は 、 今 で は 逆 サ イ フ ォ ン の  

原 理 と 呼 ば れ る も の で あ る 。   逆 サ イ フ ォ ン 概 念 図  

実 際 の 川 は か な り 大 き い 、 潜 ら  

せ る 用 水 の 深 さ は 何 ｍ ま で 深 く 掘 っ た と き に ひ と り
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で に 上 に 上 が っ て く る の だ ろ う か ？  な ど 様 々 な 問

題 を ク リ ア す る 必 要 が あ っ た だ ろ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      柴 山  伏 腰 と 井 澤 弥 惣 兵 衛 の 墓  

 

こ の 工 事 の 際 、 近 辺 の 和 算 家 た ち の 多 く が 井 澤 の 元

に 集 ま り 、 地 域 の 状 況 を 説 明 し 工 事 を 手 伝 い 、 そ の

技 術 に つ い て 学 ん だ こ と だ ろ う 。 こ の 地 域 に は 、 水

田 が 多 く 台 風 時 の 田 畑 の 修 復 の た め に 、 和 算 塾 に 集

ま り 和 算 を 学 ん で い た も の が 多 く い た は ず で あ る 。

い ま で も 神 社 に 奉 納 し て い る 算 額 が 多 く 見 つ か っ て

い る 。  

逆 サ イ フ ォ ン の 原 理 と は 、 連 通 管 の 片 方 の 端 を ど

の よ う な 高 さ に 置 い て も 、 連 通 管 内 の 水 は 同 じ 高 さ

で 止 ま る 。 こ の 原 理 か ら 川 下 の 方 を 川 上 よ り 低 く す

れ ば 、 川 上 か ら 流 れ て き た 水 は 一 端 下 へ 落 ち 、 元 荒
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川 の 川 底 を 通 っ て 、 用 水 の 川 下 側 で 再 び 同 じ 高 さ に

上 が っ て く る こ と が 分 か る 。  

   芝 山 伏 越  所 在 地  南 埼 玉 郡 白 岡 町 大 字 芝 山  

 

 見 沼 代 用 水 は 、 享 保 1 2 年 （ 1 7 2 7） 徳 川 吉 宗 が 勘

定 吟 味 役 格  井 澤 弥 惣 兵 衛 に 命 じ 行 わ せ た 。 県 南 東

部（ 大 宮 大 地 の 東 南 端 ）に あ っ た 見 沼 溜 井 を 視 察 し 、

水 源 を こ れ に 代 わ っ て 利 根 川 に 求 め 、 総 延 長 約 6 0ｋ

ｍ に 及 ぶ 見 沼 代 用 水 を 開 拓 し た 。 井 澤 弥 惣 兵 衛 は 紀

州 （ 現 和 歌 山 県 地 方 ） の 人 で 、 土 木 技 術 に す ぐ れ 、

こ の 用 水 の 工 事 は 着 工 か ら 完 成 ま で 、 約 ６ ヶ 月 で 完

工 し て い る 。 さ ら に 次 の 碑 文 で は 概 略 次 の よ う な 記

述 が あ る 。 為 永 は 、 幼 少 の 時 よ り 学 問 、 特 に 算 術 に
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秀 い で て お り 、 若 く し て 紀 州 藩 に 仕 え 、 水 利 事 業 に

才 能 を 発 揮 し 、 紀 の 川 水 系 に 造 成 さ れ た 亀 池 を 作 っ

た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

   「 井 澤 弥 惣 兵 衛 」 解 説 版  

 

そ の 後 、 吉 宗 が 紀 州

藩 主 か ら 江 戸 の 八 代 将

軍 に な っ た と き に 、 為

永 を 江 戸 に 呼 び 、 見 沼

用 水 開 発 の 後 、 閘 門 式
こ う も ん し き

運 河 と し て の 通
つ う

船
せ ん

堀
ぼ り

を

手 が け さ せ 、享 保 1 6 年

（ 1 7 3 1 ） に 開 通 す る ま

で に な っ た 。 こ れ ら は

世 界 の 通 運 史 上 で も     芝 山 ： 常 福 寺 の 供 養 塔  

特 筆 さ れ る べ き 業 績 で あ る 。  
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そ の 他 、 さ い た ま 市 見 沼 区 の 萬 年 寺 に 頌 徳 碑 が 、

実 際 の 墓 は 妻 と 眠 る 東 京 千 代 田 区 麹 町 の 心 法 寺 で あ

る と い う 。  

 井 澤 は 豪 農 の 家 の 出 と い う が 武 士 で は な か っ た 。

ま た 、 毛 利 や 関 な ど の よ う に 算 術 家 で は な い が 、 和

算 に つ い て 自 己 研 鑽 を 積 み 土 木 工 事 の 技 術 を 身 に つ

け 社 会 の 発 展 に 貢 献 し た 人 物 と し て 、 和 歌 山 や 埼 玉

の 地 で 人 々 の 心 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る 。 埼 玉 の

上 尾 市 瓦 葺 に あ る「 掛
か け

樋
ど い

」は 井 澤 が 伏 越 に し な い で 樋
と い

を か け る 掛 樋 の 形 に し た が 、 今 は 伏 越 に 代 わ っ て い

る 。 江 戸 時 代 の 人 々 が ど の よ う に し て 時 代 の 変 容 を

乗 り 越 え て き た か を 、 地 域 の 歴 史 と し て 今 に 伝 え る

努 力 は 、 こ れ か ら の 社 会 の 変 容 に 応 ず る 教 育 を 考 え

る 人 々 へ の 大 切 な 力 を 与 え て く れ る 。 以 下 は 上 尾 市

瓦 葺 に あ る 掛
か け

樋
ど い

の 様 子 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

        瓦 葺 伏 越 図 解  

綾 瀬 川  

見 沼 代 用 水  見 沼 代 用 水  
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 井 澤 弥 惣 兵 衛 が 、 埼 玉 の 北 か ら 南 ま で 縦 断 し た 大

用 水 を 作 っ た が 、 逆 サ イ フ ォ ン の 原 理 を 利 用 し た 伏

越 の 工 事 は 、こ れ よ り 前 、 1 6 3 4 年 に 、 金 沢 で 行 わ れ

て い た 。  

犀 川 か ら 取 水 し た 水 を 兼 六 園 ま で 用 水 を 作 り 、  

11 . 4ｍ 下 げ て 金 沢 城 の 百 間 堀 等 を く ぐ り 抜 け 、 8 . 0ｍ

上 げ て 金 沢 城 内 へ 水 を 引 き 、 さ ら に 城 の 反 対 側 の 田

畑 へ 水 を 引 い た と い う 。 こ の 工 事 に は 、 町 人 の 坂 屋

兵 四 郎 が 担 当 し た と 言 わ れ て い る 。 し か し な が ら 、

こ う し た 優 れ た 技 術 と 才 能 に も 関 わ ら ず 、 兵 四 郎 は

お 城 の 水 利 の 秘 密 を 知 っ た た め か 完 成 後 処 刑 さ れ た

と の 説 が あ る 。 江 戸 の 数 学 教 育 は 、 職 人 や 技 能 者 の

間 で 受 け 継 が れ て き た が 、 学 問 と し て 認 め ら れ て い

な か っ た よ う で あ る 。 前 述 し た よ う に 坂 屋 兵 四 郎 と

井 澤 弥 惣 兵 衛 と の 違 い は 、徳 川 吉 宗 の 業 績 が 大 き い 。

吉 宗 は 、 科 学 技 術 や 数 学 の 力 を 認 め 、 関 孝 和 の 弟 子

達 や 杉 田 玄 白 、 平 賀 源 内 な ど の 医 術 や 科 学 的 素 養 を

持 っ た 人 間 た ち を も 厚 遇 し た 。 そ の き っ か け は 、 享

保 の 改 革 の 実 施 と と も に 、 当 時 の 暦 が 実 際 の 日 食 ・

月 食 と 異 な る こ と か ら 、 建 部 賢 弘 、 中 根 元 圭 な ど の

意 見 を 聞 い て 洋 書 移 入 を 認 め 、 望 遠 鏡 を 作 り 、 天 文

学 を 認 め る な ど の 経 緯 が あ る 。  

さ ら に 、 建 部 賢 弘 が 吉 宗 の 求 め に 応 じ て 書 い た と

い う 、 享 保 ７ 年 （ 1 7 2 2） に 出 版 し た 綴 術 算 径
ていじゅつさんけい

で は 、
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三 角 比 を 使 っ て 、 円 に 関 す る 諸 量 を 求 め る 「 円 理 弧

背 術 」 に 関 し て 解 説 し て い る 。 こ れ ら は 、 後 の 伊 能

忠 敬 の 全 国 測 量 に も 使 わ れ た 。 さ ら に 、 建 部 の 三 角

関 数 表 に 続 き 、 航 海 術 の た め に 作 ら れ た 対 数 表 も 導

入 さ れ 、小 出 兼
こ い で か ね

政
ま さ

(長 十 郎 、修 喜 )に よ る 弘 化 元 年（ 1 8 4 4）

刊 の 算 法 対 数 表 な ど 中 国 や オ ラ ン ダ の 書 の 影 響 を う

け た 研 究 が さ れ 関 連 書 が 出 さ れ る よ う に な っ た 。   
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第 ９ 章  

 伊 能
い の う

忠
た だ

敬
た か

と そ の 後 継 者  

町 田 正 記 、 都 築 弥 厚 、 石 黒 信 由  
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 伊 能
い の う

忠
た だ

敬
た か

（ 延 享
えんきょう

2 年 （ 1745） ～ 文 政 元 年 （ 1818））

は 千 葉 の 九 十 九 里 町 に 生 ま れ 、 佐 原 村 の 伊 能 家 の 養

子 と な り 、 村 の 名 主 と し て 村 の た め に 尽 く し て い た

が 、 50 歳 に な っ て 江 戸 の 高 橋 至
よ し

時
と き

に 弟 子 入 り を し 、

寛 政 12 年（ 1800）、55 歳 の 時 、幕 命 に よ っ て 17 年 間

全 国 の 海 岸 線 を 測 量 し 日 本 地 図 を 作 成 し た 。 完 成 間

近 に 旅 先 で 病 気 に な っ て 、 73 歳 、 江 戸 八 丁 堀 で 亡 く

な っ た 。 そ の 後 、 高 橋 至 時 の 長 男 景
か げ

保
や す

等 の 援 助 で 完

成 さ れ 、 国 家 的 大 事 業 と な っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        伊 能 忠 敬 解 説 文  

 

上 の 解 説 文 や 墓 な ど は 、 佐 原 市 内 の 観 福 寺 の 境 内

に あ る 。日 本 地 図 は 、１ 次 か ら 10 次 ま で の 海 岸 線 を
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歩 い て 行 う 測 量 に よ っ て で き た 。 １ 次 北 海 道 南 部 、

２ 次 伊 豆 か ら 東 北 東 岸 、 ３ 次 東 北 西 部 ・ 新 潟 、 ４ 次

中 部 ・ 北 陸 ・ 佐 渡 、 ５ 次 紀 伊 ・ 中 国 、 ６ 次 淡 路 ・ 四

国 ・ 奈 良 、 ７ 次 九 州 東 部 ・ 南 部 、 ８ 次 屋 久 島 ・ 九 州

西 部 、９ 次 伊 豆 諸 島 、10 次 江 戸 、北 海 道 の 北 部 は 、間 宮
ま み や

林 蔵
り ん ぞ う

に 依 頼 し て 完 成 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          観 福 寺 内 の 墓  

 

伊 能 は 日 本 地 図 の 作 成 で 有 名 で あ る が 、 高 橋 至 時

に 暦 学 （ 天 文 学 ） を 学 ん で い る と き 、 当 初 は 地 球 の

大 き さ を 知 り た い と い う 願 望 を 持 っ て い た 。 こ れ が

江 戸 の 市 中 を 測 定 し た だ け で は 誤 差 が 大 き す ぎ る と

い う こ と が 分 か り 、 幕 府 の 天 文 方 を し て い た 至
よ し

時
と き

の
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計 ら い で 、 蝦 夷 地 ま で の 測 量 を 引 き 受 け る こ と と な

っ た と い う 。 伊 能 忠 敬 生 誕 の 地 九 十 九 里 町 で は 忠 敬

の 生 誕 を 祝 う 記 念 公 園 が あ る 。  

 

 

   記 念 公 園 に 立 つ 碑 文       割 円 八 線 図  

 

「 先 生 は 内 外 圧 に よ る 封 建 制 の 崩 壊 直 前 と い う 激 動

の 時 代 を 背 景 に 、 幼 少 の 頃 か ら 志 を 立 て 幾 多 の 困 難

を 克 服 し 、 農 業 ・ 商 業 に わ た っ て 優 れ た 社 会 貢 献 を

重 ね た 。 晩 年 、 文 化 13 年 （ 1816） ま で 約 16 年 間 、

天 測 地 上 測 を か ね た 独 創 的 な 方 法 に よ っ て 、 日 本 全

下 記 の 割 円 八

線 対 数 表 が 忠

敬 記 念 館 に あ

る が 、こ れ は ８

本 の 線 分 を 求

め る 三 角 関 数

表 と い え る 。      

                     

 余 弦 線  

正     

弦 正 割 線 余 角  

線  

 
 

  余 接 線  
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土 の 測 量 を 推 進 し た 。 な か で も 天 測 に よ る 子  

午 線 １ 度 の 算 出 は 、 世 界 土 木 技 術 史 上 は じ め て の

偉 業 と し て 異 彩 を 放 つ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の 碑 文 に は 次 の よ う な こ と が 書 か れ て い る 。  

 

    忠 敬 誕 生 の 地 の 公 園 内 碑 文  

 

 海 岸 に 重 点 を お い た す ぐ れ た 測 量 技 術 へ の エ ネ ル

ギ ー は 、 日 本 近 代 化 へ の 意 欲 と 共 に 、 ひ と つ は 幼 少

年 期 の 原 体 験 に 基 づ く も の と 推 測 さ れ る か 、 生 涯 に

わ た る 地 元 の 飯 高 氏 と の 連 携 も 九 十 九 里 文 化 の 深 層

を 示 す も の と 言 う べ き で あ ろ う 。・ ・ ・ ・ 」  

次 頁 の 図 は 、 こ の 公 園 内 に あ る 絵 で あ る が 、 こ れ

は 、 葛 飾 北 斎 （ 1760－ 1849） が 89 歳 の と き 、 盛 岡 藩

士 ・ 梅 村 重 得 の 依 頼 に よ り 描 い た 最 後 の 版 画 作 品 で

あ る と い う 。 伊 能 忠 敬 の 測 量 現 場 は こ の よ う な も の
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だ っ た の で は な い か と 思 わ せ る 図 で あ る 。  

 

       測 量 の 状 況 を 示 す 版 画  

 

さ ら に 、 こ の 公 園 内 に 伊 能 忠 敬 先 生 出 生 之 記  と

い う も の が あ り 、 そ こ で は 、 忠 敬 の 生 ま れ 育 ち が 克

明 に 書 か れ て い る 。  

「 18 歳 に な っ た と き に 佐 原 の 伊 能 家 に 婿 養 子 と な

っ た 。 51 歳 の 春 、 江 戸 に 出 て 、 高 橋 至 時 の 所 へ 弟 子

入 り し た 。 58 歳 で 深 川 の 自 邸 か ら 全 国 測 量 の 旅 に 出

て 、何 度 か の 測 量 を 続 け 17 年 間 に 日 本 全 土 の 測 量 を

終 え 74 歳 の と き に 生 涯 を 閉 じ る 。そ の 際 、高 橋 至 時

と 同 じ 東 上 野 の 源 空 寺 へ 入 れ て ほ し い と い う 遺 言 を
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残 し て 、 現 在 そ の 寺 に 共 に 眠 っ て い る 。」  

 こ れ を 見 る に つ け 、 伊 能 忠 敬 の 人 生 で 本 当 に 充 実

し て い た の は 高 橋 至 時 と の 研 究 ・ 実 践 の 時 で あ っ た

の で は な い か 。 50 歳 で 殆 ど 専 門 知 識 を 持 っ て い な か

っ た と 思 わ れ る 忠 敬 を 高 橋 至 時 が よ く 受 け 入 れ た と

思 う が 、 そ う し た 人 と 人 の 繋 が り を 求 め る 心 が 江 戸

の 人 々 に 有 り 、 こ う し た 偉 業 に つ な が っ た の で あ ろ

う 。 こ れ は 他 の 和 算 家 に も い え る 。 伊 能 忠 敬 の 地 図

は 、 後 に シ ー ボ ル ト 事 件 に 発 展 す る が 、 そ の 正 確 さ

は 今 日 見 て も 驚 く も の で 、 そ こ に 使 わ れ て い る 数 学

の 確 か さ は 50 歳 か ら の 忠 敬 の 学 び の 確 か さ を 示 す も

の と い え る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  東 上 野 に あ る 源 空 寺 、 高 橋 至 時 と 伊 能 忠 敬 の 墓  

 

高 橋 至 時 の 墓 に は 台 東 区 教 育 委 員 会 の 解 説 が あ る 。
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明 和 元 年 （ 1764） 11 月 大 阪 の 同 心 高 橋 元 亮 の 子 と し

て 生 ま れ 、 15 歳 で 父 の 職 を 継 ぐ 。 生 来 、 数 学 、 暦 学

を 好 み 、 公 務 の か た わ ら 、 研 究 に 励 み 、 当 時 の 天 文

学 の 第 一 人 者 麻 田
あ さ だ

剛
ごう

立
りゆう

に 弟 子 入 り す る 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       源 空 寺 内 碑 文  

 

寛 政 ７ 年 （ 1795） 幕 府 に 改 暦 に つ い て の 問 題 が 起

る と 、 天 文 方 に 抜 擢 さ れ 「 寛 政 暦 」 を 作 る 。 伊 能 の

実 測 地 図 作 成 を 指 導 し 、完 成 さ せ る 。文 化 元 年（ 1804）

41 歳 、 肺 患 で 死 亡 。 著 書 に 「 赤 道 日 食 法 」 が あ る 。  

 二 人 の 墓 が あ る 源 空 寺 は 上 野 駅 の 近 く に あ る 。  

伊 能 を 顕 彰 す る 碑 は こ の 他 に も 有 り 、 伊 能 が 隠 居 し

て い た 近 く で 、 測 量 へ 旅 立 つ と き に い つ も 参 詣 し  

て い た と い う 富 岡 八 幡 宮 に も こ れ が あ る 。  
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 「 伊 能 忠 敬 先 生 は 、 江 戸 に 出 て 当 宮 近 く の 黒 江 町

（ 現 在 は 門 前 仲 町 １ 丁 目 ）に 隠 居 を 構 え て い ま し た 。

約 200 年 前 の 寛 政 12 年 閏 4 月 19 日 （ 陽 暦 で は 1800

年 8 月 11 日 ）の 早 朝 に 当 宮 に 参 拝 し 蝦 夷 地（ 現 在 の

北 海 道 ） 測 量 の 旅 に 出 か け ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       八 幡 宮 内 像 と 碑 文  

 

 忠 敬 先 生 は こ の と き を 含 め て 全 部 で 10 回 の 測 量 を

企 画 し ま し た が 、 遠 国 へ 出 か け た 第 ８ 回 ま で は 、 出

発 の 都 度 必 ず 、 内 弟 子 と 従 者 を 率 い て 富 岡 八 幡 宮 に

参 詣 し て 無 事 を 祈 念 し た の ち 、 千 住 、 品 川 宿 測 量 開

始 地 点 に 向 か っ て 歩 き 出 し ま し た 。」  
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     富 岡 八 幡 宮 の 伊 能 忠 敬 の 碑 文  

  

伊 能 忠 敬 が 全 国 の 測 量 を し て 歩 い て い た こ と は 単

に 測 量 と い う 意 味 だ け で な く 、 各 地 の 和 算 家 た ち が

伊 能 グ ル ー プ と の 意 見 交 流 、 技 術 指 南 を 求 め て 集 ま

っ て い た と い え る 。 た と え ば 、 長 野 市 立 博 物 館 学 芸

員 の 降 幡 浩 樹 氏 の HP「 伊 能 忠 敬 と 信 州 の 測 量 術 に つ

い て 」に お け る 松 代 藩 士 で 和 算 家 の 町 田 正 記 、ま た 、

安 城
あんじょう

市 の 水 路 開 発 に 一 生 を さ さ げ た 都 築
つ づ き

弥
や

厚
こ う

（ 1765-1833）が 忠 敬 の 測 量 時 に そ の 技 術 を 得 た と の

話 、 さ ら に 都 築 弥 厚 の 明 治 用 水 開 拓 を 支 援 し た 和 算

家 石 川
い し か わ

喜 平
き へ い

（ 1788-1862） と の か か わ り（ 安 城 市 歴 史

博 物 館 ） さ ら に 、 富 山 で は 、 関 流 六 伝 で も あ る 越 中

の 和 算 家 石 黒
い し ぐ ろ

信
の ぶ

由
よ し

（ 1760-1836）と の 交 流 な ど が あ る 。 
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町 田 源 左 衛 門 正 記 と は 当 初 宮 城 流 の 和 算 を 学 び 、

後 に 最 上 流 を 修 め 広 め た 人 物 で 、 そ の 本 の 序 文 で 文

化 11 年 の 伊 能 忠 敬 の 測 量 に 触 れ 、昼 夜 に わ た る 測 量

方 法 の 綿 密 さ に 驚 き 、 忠 敬 の 松 代 藩 側 の 案 内 役 を 通

じ 、 測 量 で 実 際 に 使 用 し て い る 「 八 線 表 」 を 夜 に 借

用 し て 写 さ せ て も ら っ た こ と 。 さ ら に 具 体 的 に そ の

技 術 を 学 ぶ た め 、 伊 能 忠 敬 の 帰 国 後 、 同 志 と 江 戸 の

忠 敬 を 訪 ね た と い う 。 ま た 、 町 田 の 「 実 測 家 測 量 件

牒 」 と い う 巻 子 で は 、 伊 能 忠 敬 と そ の 師 で あ る 高 橋

至 時 に も 教 え を 請 う た と 記 さ れ 、 正 確 な 測 量 を 行 う

た め に は 天 文 の 知 識 が 不 可 欠 で あ る こ と を 強 調 し 、

『 測 量 地 明 集 』 を ま と め た と い う 。 特 に 上 巻 に 天 文

と 八 線 表 の 起 源 を 、 下 巻 に 測 量 器 具 の 起 源 と 業 を 記

す と あ る 。 当 時 の 和 算 が い か に 測 量 や 天 文 学 と 結 び

つ い て い た か 窺 い 知 る こ と が で き る 。  

越 中 の 石 黒
い し ぐ ろ

籐
と う

右
う

衛 門
え も ん

信 由
の ぶ よ し

は 、 江 戸 に て 関 流 の 山 路
や ま じ

主
ぬ し

住
ず み

（ 1704-1772）そ の 門 弟 の 藤 田 貞 資
ふ じ た さ だ つ く

（ 1734-1802）

に 学 び 、 富 山 に 帰 っ て 北 陸 地 方 で 関 流 を 広 め て い た

関 流 第 五 伝 中 田
な か だ

高 寛
た か ひ ろ

に 23 歳 で 弟 子 入 り し た（ 天 明 ２

年 ;1782） 。 そ こ で 、 関 流 六 伝 と な り 、 関 の 高 次 連 立

方 程 式 を あ る 種 の 行 列 式 解 法 で 求 め る 法 ― 公 式 斜 乗
こうしきしゃじょう

を 改 定 し 「 公 式 斜 乗 生 尅 補
せ い こ く ほ

義
ぎ

」 前 後 編 （ 1798） を 著

し た り し て い た 。 伊 能 忠 敬 が 富 山 に 測 量 で 訪 れ た の
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は（ 忠 敬 58 歳 ）第 ４ 次 測 量（ 1803）で あ り 、そ こ へ 、

石 黒 信 由 （ 43 歳 ） が 参 加 し た 。 そ こ で 、 沿 岸 測 量 を

し て い る 忠 敬 に 同 行 し 、 象 限 儀 や 測 量 機 器 に 関 心 を

持 ち 、 そ れ を 写 し 、 後 に 改 良 し た 。 忠 敬 と の 出 会 い

は 、 「 測 遠 用 器 之 巻
そ く え ん よ う き の ま き

」 に ま と め ら れ た 。 そ の 後 、 加

賀 藩 各 地 の 新 田 開 発 、 用 水 開 削 を 行 い 、 加 越 能 三 州

（ 富 山 、 石 川 県 ） 全 体 の 地 図 を 完 成 さ せ た

（ 1819-1824） 。  

石 黒 信 由 絵 図 集 に は 、 幕 府 の 奥 医 師 を 務 め た 蘭 学

者 が 寛 政 4 年 (1792)に 作 っ た 地 球 儀 の 展 開 図 (北 半 球 、

南 半 球 各 9 枚 )舟 形 地 球 儀 を 、 石 黒 信 由 が 天 保 2 年

(1831)に 写 し と っ た 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 他 、 日

本 の 測 量 図 だ け で な く 、 地 球 全 体 の 地 図 、 天 体 の 星

座 の 配 置 に も 関 心 が あ っ た こ と を 示 し て い る 。 「 越

中 の 偉 人  石 黒 信 由 」 、 「 石 黒 信 由 絵 図 集 」 （ 射 水

市 新 湊 博 物 館 よ り 。 ）  
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 注 ）  象 限 儀 の 利 用 の 数 学  

象 限 儀 の 高 さ a(m) 

象 限 儀 に よ る 角 度 α  

棒 の 高 さ ｂ (m)、  

川 幅 ｘ tan( α ) ＝ b-a 

し た が っ て 、  

川 幅 ＝（ b-a）/tan(α ) 

  

 

                  

伊 能 忠 敬 記 念 館 所 蔵 象 限 儀  

 

 

 

 

 

 

 

 

    A  

 

（ b - a） ｍ  

    B       ｘ ｍ        C  

 ｘ t a nα ＝ ( b - a）   ｘ ＝ ( b - a ) / t a nα  

 

 

 

こ の 長 さ を 求 め る  

 

 

象 限 儀  

棒 を 建 て る  
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第 10 章  

  地 域 の 教 育 を 支 え た 学 び 舎
ま な び や

、 そ の 事 例  
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 近 代 化 の 過 程 の 日 本 社 会 を 考 え る と き 、 い わ ゆ る

一 般 市 民 と 呼 ば れ る 階 層 の 人 た ち の 発 想 力 、協 調 力 、

努 力 し 続 け る 力 が 他 の 国 々 に 比 べ 抜 き ん 出 て い る と

感 じ る 。 歴 史 を 辿 る と 、 他 の 多 く の 国 々 が 王 侯 貴 族

と 大 衆 、 武 力 を 背 景 と し た 権 力 者 と そ の 従 属 者 、 富

裕 層 を 形 成 す る 資 本 家 対 低 賃 金 の 労 働 者 と い っ た 構

図 が 目 に つ く 。 こ う し た 国 々 は 往 々 に し て 、 優 れ た

学 問 や 科 学 の 成 果 が 、 多 く の 人 々 の 中 に 浸 透 し 分 か

ち も た れ た 知 と し て 機 能 せ ず 、 国 の 活 力 ま で に 至 ら

な い で 終 わ っ て し ま っ て い る 。  

江 戸 時 代 末 期 の 各 地 で 起 っ た 寺 子 屋 や 藩 校 教 育 の

運 動 、 ま た そ れ を 推 進 し よ う と し た 人 々 が 日 本 の 近

代 化 に 果 た し た 役 割 を 振 り 返 る こ と は 、 ２ １ 世 紀 の

変 容 す る 社 会 で の 、「 尊 厳 の あ る 市 民 」の 育 成 を 考 え

る 点 で 大 き な 意 味 が あ る と い え る だ ろ う 。  

 以 下 で は ま ず 、 シ ー ボ ル ト 来 日 の 頃 、 愛 媛 県 の 卯

之 町 で 起 こ っ た 二 宮 敬 作 に よ る 地 域 へ の 貢 献 を 取 り

上 げ る 。 さ ら に 話 を 埼 玉 県 に 移 し 、 名 主 と 浪 人 と の

結 び つ き か ら 生 ま れ た 寺 小 屋 、 神 社 の 宮 司 、 寺 の 住

職 に よ る 寺 小 屋 と 寺 小 屋 の 様 子 を 描 い た 徳 性 寺 の 絵

馬 、 小 藩 に お け る 私 塾 か ら 藩 校 へ の 人 と 人 の 交 流 に

つ い て 取 り 上 げ る 。  

(1)シ ー ボ ル ト 、 高 橋 景 保 、 二 宮
に の み や

敬 作
けい さく

を 繋 ぐ 絆   
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 文 政 ６ 年 （ 1823） ド イ ツ 人 シ ー ボ ル ト は 、 オ ラ ン

ダ 商 館 の 医 者 と し て 来 日 、 そ の 出 生 を 隠 し て オ ラ ン

ダ 人 と し て 日 本 人 と 接 し た 人 物 だ っ た 。 博 物 学 者 で

も あ る シ ー ボ ル ト は 、 出 島 か ら 離 れ た 長 崎 市 内 鳴 滝

に 蘭 学 医 術 と 自 然 科 学 の 塾 、「 鳴 滝
な る た き

塾 」 を 作 っ て 、日

本 人 に 医 術 の 実 地 指 導 を し 、 江 戸 を 含 め て 日 本 を 旅

し 日 本 に 関 す る 様 々 な 資 料 を 集 め 、 伊 能 忠 敬 の 師 匠

で あ っ た 高 橋 至 時 の 長 男 で 同 じ く 幕 府 天 文 方 の 高 橋

景
か げ

保
や す

な ど と 交 流 を も っ た 。  

伊 能 忠 敬 は 日 本 地 図 の 完 成 直 前 の 1818 年 に 亡 く な

る が 、そ の ３ 年 後 の 1821 年 に 地 図 が 完 成 し 、高 橋 景

保 の 手 に よ っ て 幕 府 に 提 出 さ れ た 。 そ の と き ま で 忠

敬 の 死 は 公 表 さ れ な か っ た と い う 。 そ の 後 、 景 保 は

シ ー ボ ル ト の 持 つ ク ル ー ゼ ン シ ュ テ ル ン 「 世 界 一 周

記 」 を 手 に 入 れ る た め に 、 忠 敬 の 地 図 等 を シ ー ボ ル

ト に 渡 し て し ま っ た 。 1828 年 、 こ れ が 幕 府 の 知 る と

こ ろ と な っ て 景 保 は 投 獄 さ れ 獄 死 、 シ ー ボ ル ト は 追

放 と な っ た （ シ ー ボ ル ト 事 件 ）。し か し 、 日 本 の 開 国

後 シ ー ボ ル ト は 追 放 処 分 が 解 か れ 安 政 ６ 年 （ 1859）

再 来 日 し 、 オ ラ ン ダ 商 事 会 社 や 幕 府 顧 問 を 経 て ３ 年

後 帰 国 し た 。 シ ー ボ ル ト の 弟 子 の 一 人 に 現 在 の 愛 媛

県 卯 之
う の

町
ま ち

の 二 宮 敬 作 が い る 。 二 宮
に の み や

敬 作
け い さ く

（ 文 化 元 年

（ 1804）～ 文 久 ２ 年（ 1862））は 、農 家 の 出 で あ る が 、

文 政 ２ 年（ 1819）16 歳 で 長 崎 へ 遊 学 し 蘭 学 、医 学 を 、
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同 ６ 年 シ ー ボ ル ト の 鳴 滝 塾 で 木 草 学 、 理 学 、 蘭 学 、

医 術 を ６ 年 間 に 渡 っ て 学 ぶ 。 シ ー ボ ル ト と 共 に 江 戸

に 行 っ た と き に は 、 高 橋 景 保 の 影 響 か 富 士 山 の 高 さ

を 測 る こ と も 学 ん だ と い う 。 天 保 ４ 年 （ 1833） 卯 之

町 に き て ２ ２ 年 間 医 業 を 開 く 。そ の 間 1839 年 蛮 社 の

獄 が 起 こ り 、 共 に 学 ん だ 高 野 長 英 な ど が こ の 地 に 隠

れ 住 ん だ と い う 。 敬 作 は 人 々 か ら の 信 奉 が 厚 く 、 教

え を 受 け た 弟 子 達 が 、 後 に 大 師
だ い し

堂 、 申
し ん

義
ぎ

堂 な ど の 地

域 の 教 育 の 場（ 私 塾・藩 校 ）作 り に 努 力 す る 。ま た 、

シ ー ボ ル ト 事 件 の 後 、 国 外 追 放 に な っ た シ ー ボ ル ト

か ら 、 日 本 人 妻 と の 娘 、 楠 本 イ ネ を 預 か り 、 医 術 を

教 え な が ら 面 倒 を み た 。 イ ネ は 再 度 来 日 し た シ ー ボ

ル ト の 助 け も あ っ て 、 日 本 初 の 女 医 と な っ た 。 二 宮

敬 作 の 行 い は こ の 変 動 期 に あ っ て 、 ま さ に 自 律 的 で

協 調 的 な 振 る 舞 い を し た 人 と い え る 。  

 

 

 

 

 

 

 

松 山 駅 か ら １ 時 間 、 卯 之 町 に 申 義 堂 と そ の 横 に 寺

子 屋 （ 明 治 の 開 明 学 校 ） が あ る 。 そ こ で は 、 商 売 往

申
しん

義 堂
ぎ ど う
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来 、 庭 訓 往 来 、 百 姓 往 来 な ど の 実 用 的 な 教 科 書 と し

て の 「 往 来 物
お う ら い も の

」 が 使 わ れ て い た 。 こ う し た 、 日 常 生

活 に 必 要 な こ と を 学 ぶ 往 来 物 の 教 育 は 明 治 期 で 世 界

で も 有 数 な 識 字 率 を 誇 っ た 日 本 の 教 育 の 素 地 と な っ

た と い え る 。 先 哲 博 物 館 を 経 て 愛 媛 県 立 歴 史 文 化 博

物 館 へ 行 く 途 中 に 二 宮 敬 作 の 碑 が あ る 。  

 
     二 宮 敬 作 翁 碑 文 の 解 説  

 

 文 政 ２ 年 １ ６ 歳 の 時 に 、 志 を 立 て 長 崎 に 遊 学 、 同

６ 年 欄 医 シ ー ボ ル ト に 師 事 、 以 後 ６ 年 間 、 木 草 学 、

理 学 を 学 ぶ 、天 保 ４ 年 30 歳 で 、宇 和 郡 卯 之 町 で 医 業

を 開 き 、 藩 医 に 準 ぜ ら れ る 。 翁 病 人 に 懇 切 丁 寧 、 貧

窮 者 は 金 を 取 ら ず 。 安 政 ３ 年 再 び 長 崎 へ 赴 き 、 子 弟

に 蘭 学 を 授 け る 。  
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 （ 2）  上 尾 正 覚 寺 の 寺 子 屋   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正 覚 寺 寺 小 屋 遺 跡 跡  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      正 覚 寺 寺 小 屋 遺 跡 の 解 説 版  

 

上 尾 市 と 川 越 市 と の

境 を 流 れ る 荒 川 を ま

た ぐ 開 平 橋 の 麓 に こ

の 遺 跡 が あ る 。正 覚 寺

と い う お 寺 の 跡 地 で

目 立 た た な い が 、文 明

開 化 に 向 け て 地 道 で

は あ る が 、確 実 な 教 育

的 試 み が さ れ て い た

こ と が わ か る 。  
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 純 智 の 筆 子 塔  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「 筆 子 中 」 や 「 筆 子 中 □ 人 」 と 記 し た も の 、 ま た 具

体 的 な 筆 子 名 を 記 し た も の な ど 、 そ の 形 態 は 様 々 で

あ る 。 も っ と も 古 い 筆 子 塔 は 、 卵 形 塔 の 純 智 で 、 正

徳 ３ 年 （ 1713） 4 月 18 日 に 没 し て お り 、「 施 主 平 方

村 手 習 子 53 人 、 同 取 子 10 人 」 と 刻 ま れ て い る 。 取

子 は 養 子 を 示 す 言 葉 で 、「 手 習 子 」の 言 葉 は 県 内 で も

例 は 少 な く 、 市 内 で は １ 例 で あ る 。  

他 に は 、明 和 ３ 年（ 1766）没 の 鎮 僥 、文 化 ５ 年（ 1808）

亮 舜 、文 政 元 年（ 1818）没 の 慶
け い

典
て ん

、天 保 ４ 年（ 1833）

没 の 戒 運 、同 12 年（ 1841）没 の 円 純 ら の 筆 子 塔 が あ

る 。 こ れ か ら 、 こ の 寺 で は 、 寺 の 住 職 が 地 域 の 子 ど

も た ち を 集 め 時 代 の 求 め る 知 識 ・ 技 能 を 教 え て い た

こ と が わ か る 。  

正 覚 寺 は 明 治 元 年 に 廃 寺

と な っ た が 、こ の 寺 は 江 戸 時

代 に 寺 子 屋 を 開 い て い た 僧

侶 の 墓 ６ 基 が 残 さ れ て い る 。

教 え を 受 け た 筆 子 た ち が 、師

匠 の 没 後 、 師 匠 の 意 思 を 忍

び 、霊 を 弔 う た め に 建 て た の

が 、筆 子 塚（ 筆 子 塔 ）で あ る 。 
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 森 朴 齋 翁 の 碑 銘  

 

 

   

 

正 覚 寺 内 に あ る 森 朴 齋 の 碑 と 墓  

 

森 朴 齋 の 碑 と 墓 は 朴 齋 に 学 ん だ 「 筆 子 中 」 が 建 設

し た も の で 、 墓 石 に は 「 真 誉 朴 齋 浄 證 居 士 」 と 刻 ま

れ て い る 。 碑 文 に よ る と 、 森 氏 は も と も と 桑 名 藩 士

で あ っ た 。 弘 化 年 中 （ １ ８ ４ ４ ～ ８ ） に 飄 然 と 平 方

村 に あ ら わ れ 、 当 時 名 主 で あ っ た 永 島 太 十 (重 )郎 の

家 に 足 を と ど め た 。 永 島 氏 は 同 人 が た だ 人 で な い こ

寺 以 外 の 寺 子 屋 の

例 と し て 同 じ 場 所 に

森 朴 齋
も り ぼ く さ い

の 碑 が あ る 。  

 

 



93 
 

と を 認 め 、 数 ヶ 月 間 家 に と ど め て 村 内 の 少 年 た ち の

学 問 を み て も ら っ た が 、 そ の 成 果 を み て 喜 び 自 庭 内

に １ 軒 の 家 を 建 て て 学 舎 と し た 。 朴 齋 は 世 欲 が な く

一 生 を 独 身 で 過 ご し た 。 ぼ ろ ぼ ろ の 着 物 を ３ 年 も 着

つ づ け 、 数 ヶ 月 も 頭 髪 に 手 を い れ な い と い う 朴 訥 そ

の も の か ら 自 ら 「 朴 齋 」 と 名 乗 っ た 。 ま た 、 笠 に 杖

と い う 姿 で 諸 国 を 歩 き 、 山 川 ・ 花 月 に 興 ず る と い う

気 楽 さ か ら 「 森 良 久 」 と 、 さ ら に 、 古 人 の 俳 諧 に 親

し み な が ら 常 に 自 己 の 新 し い 考 え を 有 し て い た と こ

ろ か ら 「 独 立 庵 」 と 号 し た 。 こ の よ う な 事 例 は 、 山

口 和 の 「 遊 学 の 旅 」 な ど 、 情 報 と 交 流 を 求 め て 全 国

を 旅 し て い た 和 算 家 に つ い て は 、 様 々 に 報 告 さ れ て

い る 。  

 

（ 3）蓮 田 市 江 ヶ 崎 の 久
ひ さ

伊 豆
い ず

神 社 の 南 江
な ん こ う

筆
ふ で

塚
づ か

、さ

い た ま 市 見 沼 区 の 多 門 院
た も ん い ん

の 筆 子 塔  

 

 上 尾 の 正 覚 寺 と 似 た よ う に 住 職 が 近 所 の 子 ど も 達

を 集 め 寺 子 屋 を 開 い て い た と こ ろ は 数 多 く あ る 。 こ

れ ら の 寺 に は 筆 子 ら が 建 立 し た 筆 子 塔 が 数 多 く 保 存

さ れ 、 次 章 で 扱 う が 明 治 に な っ て 小 学 校 と な っ た 所

も 多 い 。 こ れ は 、 寺 だ け に 限 ら ず 、 神 社 に お い て も

行 わ れ て い た 。 そ の 例 と し て 、 埼 玉 県 蓮 田 市 に あ る

久 伊 豆 神 社 を 見 て み た い 。  
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    久 伊 豆 神 社 の 「 南 江 筆 塚 碑 」  

次 の よ う な 解 説 が あ る 。  

現 在 の 宮 司 、 矢 島 家 で は 江 戸 時 代 に 寺 子 屋 を 開 い

て い ま し た 、第 12 代 目 の 矢 島 慶 学
や じ ま け い が く

は 学 問 と 絵 画 に す

ぐ れ 500 人 の 門 人 が い た と 言 わ れ て い ま す 。 こ の 人

の 没 後 元 治 元 年 （ 1864） 門 人 た ち に よ り 筆 塚 が 建 て

ら れ た と 書 い て あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    「 南 江 筆 塚 碑 」 の 解 説  
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 （ 4） さ い た ま 市 見 沼 区 丸 ヶ 崎 に あ る 多 門 院  

 

こ の 真 言 宗 の お 寺 で は 、 代 々 の 住 職 が 近 所 の 子 供

ら を 集 め 、 寺 子 屋 を 開 い て い た 。   

 

 

 

 

 

 

 

さ い た ま 市 見 沼 区 丸 ヶ 崎 多 門 院 に あ る 筆 子 塔  

 

こ の 寺 に は 、 寺 子 屋 の 師 匠 で あ っ た 住 職 に 対 す る  

筆 子 た ち の 感 謝 の 気 持 ち を 表 わ し た 筆 子 塔 が 多 く

あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

正 面 の 筆 子 塔 に は 、 法 印 秀 賢 不 正 位 と あ り 師 匠 が

ま れ に み る 優 れ て 賢 い 人 と 賞 賛 し て い る 。 そ の 下 に

は 惣 筆 子 、 十 九 世 取 子  謹 誌 と あ り 、 塔 は 嘉 永 元 年

（ 1848 年 ） 十 月 に 建 て ら れ た も の と な っ て い る 。 こ

こ で 、 取 子 と は 、 一 般 に は 、 親 が さ ま ざ ま な 理 由 で

育 て る の が 難 し く な っ た 子 ど も を 住 職 な ど が 引 き 取

っ て 育 て て い る 子 を 指 す 。  



96 
 

（ 5）  加 須 市  徳 性 寺
と く しょ う じ

の 寺 子 屋 絵 馬  

 

近 く に 利 根 川 が 流 れ て い る 加 須 市 大 越 の 真 言 宗

「 徳 性 寺 」 に は 、 他 に あ ま り 見 る こ と が で き な い 寺

小 屋 の 様 子 を 描 い た 大 き な 絵 馬 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      加 須 市 徳 性 寺 の 寺 小 屋 絵 馬  

 

 こ の 絵 馬 に は 、 師 匠 で も あ る 住 職 を 中 心 と し て 、

お 寺 の 小 僧 さ ん 、寺 子 屋 の 先 輩 の 商 人 な ど が 手 伝 い 、

子 ど も た ち も 互 い に 話 し 合 い な が ら 、 今 で い う 、 TT

（ Team  Teaching） に よ る 共 同 学 習 の よ う な 形 態 が

示 さ れ て い る 。  
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   徳 性 寺 の 寺 小 屋 絵 馬 の 子 供 た ち  

 

住 職 に よ る と 、 こ の 辺 り は 、 利 根 川 の 水 運 の 基 点

と し て 発 展 し た 商 業 地 域 で あ り 、 経 済 的 に も 比 較 的

豊 か な 地 域 で あ っ た と い う 。 子 供 た ち の 姿 か ら し て

も 、 そ の よ う な 子 供 た ち の 印 象 が 見 て 取 れ る 。 こ の

絵 馬 が 作 ら れ た の が 、 文 久 ３ 年 （ 1863） で あ り 、 も

う す ぐ 明 治 維 新 （ 1867） と な る 変 容 期 の 寺 子 屋 の 様

子 を よ く 著 わ し て い る 。 ま た 、 詳 細 は 不 明 で あ る と

い う が 、 こ の 場 所 は 、 絵 馬 の 左 後 方 に 本 堂 が 見 え る

の で 、 現 在 の 山 門 脇 に あ っ た よ う に 見 え る 。  

 こ の 絵 の 解 説 を 以 下 に 示 す 。  

こ の 絵 馬 は 、 文 久 4 年 3 月 8 日 （ 1864） に つ く ら  

れ た も の で あ る 。 こ こ に は 女 子 の 筆 子 が 学 ぶ 様 子  
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も 描 か れ て お り 、 当 時 か ら 女 性 へ の 教 育 が 行 わ れ て  

い た こ と が わ か る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   徳 性 寺 に あ る 「 寺 小 屋 絵 馬 」 の 解 説  

 

住 職 （ 師 匠 ） が 全 体 を 統 括 し 、 商 人 な ど が 助 手 と

な っ て 筆 子 た ち に 手 ほ ど き を 行 う な ど 、 寺 子 屋 で の

教 育 の 様 子 を 知 る こ と が で き る 。 学 校 教 育 制 度 は 、

明 治 5 年 （ 1872） 学 制 発 布 か ら 徐 々 に 整 備 さ れ て い

く が 、 そ れ 以 前 に 地 域 の 人 た ち が 自 ら の 手 で 地 域 の
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子 ど も た ち の 教 育 を 担 っ て 行 っ た と い う 事 実 は 、 今

日 に 於 い て も 見 習 う べ き こ と で あ る と い え る 。  

 

（ 6） さ い た ま 市  岩 槻 区 、 児 玉
こ だ ま

南 阿
な ん か

の 遷
せん

喬 館
きょうかん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ い た ま 市 岩 槻 区 、 児 玉 何 柯 の 遷 喬 観  

 

藩 校 と し て は 、 た と え ば 、 会 津 藩 の 日
に っ

新 館
し ん か ん

、 熊 本

の 時 習 館
じ し ゅ う か ん

、 庄 内 藩 の 致
ち

道 館
ど う か ん

、 長 野 の 進
し ん

徳 館
と く か ん

、 萩 藩 の

明 倫 館
め い り ん か ん

、 愛 知 の 成
せ い

章 館
しょうかん

、 等 々 あ る が 、 こ こ で は 埼 玉

県 に あ る 2 万 石 の 小 藩 、 岩 槻 藩 の 藩 校 、 遷
せ ん

喬 館
きょうかん

を 取

り 上 げ る 。 こ れ は 、 私 塾 で あ っ た も の を 後 に 藩 校 と

し た 例 で あ る 。 遷 喬 館 は 、 寛 政 11 年 （ 1799） に 児 玉

南 阿 の 私 塾 と し て 作 ら れ た 。そ れ が 、文 化 8 年（ 1811）

頃 ま で に 、 岩 槻 藩 の 藩 校 と な っ た 。  

遷 喬 館 と は 、 こ の 塾 を 開 い た 児 玉 南 柯 （ 延 享 3 年
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（ 1746） ～ 文 政 13 年 （ 1830）） の 想 い 、 中 国 の 詩 経

の「 出 自 幽 谷 遷 于 喬 木 」（ 鳥 が 明 る い と こ ろ を 求 め て

暗 い 谷 か ら 高 い 木 に 飛 び 遷
う

つ る ） に 因 ん だ も の で あ

り 、「 こ こ に 学 ぶ 子 ど も た ち に 高 い 目 標 を 持 っ て ほ し

い 」 と い う 願 い が 込 め ら て い る 。 南 柯 （ 南 に 向 い た

枝 ） と い う 名 自 身 か ら も そ の 想 い が 伝 わ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       遷  

   遷 喬 館 内 に あ る 同 館 に つ い て の 解 説  

 

南 柯 は 、儒 学 者 で 、郡 奉 行 、御 側 用 人 、御 勝 手
お か っ て

向
む き

取

締 方 な ど の 藩 の 要 職 を 歴 任 す る 有 能 な 行 政 官 で あ っ

た が 、 43 歳 で 職 を 辞 し て か ら 、 藩 主 の 侍 読
じ ど く

を 勤 め 、  
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 遷 喬 館 の 教 室 と し て の 座 敷 の 一 部  

 

後 に 藩 校 と な る 私 塾 、 遷 喬 館 を 創 設 し 、 藩 士 の 子

弟 ら の 教 育 に あ た る な ど 、 優 れ た 教 育 者 で も あ っ た

と い う 。 85 歳 で 病 の た め 亡 く な り 、 近 く の 浄 安 寺 に

葬 ら れ た 。  

 江 戸 時 代 で は 、 儒 学 者 な ど は 学 者 と し て の 処 遇 を

受 け て い た よ う で あ る 。 こ の 点 、 数 学 は 学 問 と い う

よ り も 、 実 用 技 術 と み な さ れ 、 数 学 者 は 存 在 し な か

っ た と い っ て よ い 。  

延 享 3 年 （ 1746） 11 月 ４ 日 、 甲 府 の 豊 島 家 の 長 男

と し て 生 ま れ 、 11 歳 の と き に 、 岩 槻 藩 士 児 玉 家 の 養

子 と な る 。 16 歳 の と き に 、 二 代 藩 主 忠 正 の 小 姓 と な

り 江 戸 の 大 岡 藩 邸 に 勤 務 し た 。 こ の 間 の 勉 学 著 し く

２ ５ 歳 の と き 、昌 平 校 へ 入 学 す る 。安 永 7 年（ 1778）  
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浄 安 寺 の 墓 石 の 前 の 児 玉 南 柯 に 関 す る 解 説  

 

藩 の 領 地 房 州 朝 夷 郡 （ 今 の 千 倉 ） 奉 行 と な り 、 清

国 の 商 船 の 漂 流 を 助 け 「 漂 客 記 事 」 を 書 い た 。 五 代

藩 主 の と き 、 遷 喬 館 を 創 建 し た 。 藩 の 子 弟 教 育 に 努

力 し 、 そ の 指 導 方 針 は 民 主 教 育 の 先 駆 者 と し て 単 な

る 学 者 を 養 成 す る だ け で な く ,清 純 な 人 材 を 世 に 出

す べ く 専 念 し た 。文 政 13 年（ 1830）1 月 4 日 85 歳 で

病 の た め 永 眠 さ れ た 。  

児 玉 南 柯 は 、 様 々 な 人 生 の 体 験 の 中 で 、 私 塾 と し

て の 遷 喬 館 の 創 建 に 行 き 着 い た よ う で あ る が 、 遷 喬

館 以 外 に も 依 頼 を 受 け て は 、 多 く の 寺 子 屋 へ も 出 向

く な ど 、 学 問 に 対 す る だ け で な く 地 域 の 子 ど も た ち

へ の 教 育 に 関 し て 多 く の 情 熱 を 捧 げ た 人 で あ っ た と

い う 。  


